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たWellness Recovery Action Plan（元気回復行動プ
ラン：以下、WRAPとする。）は、我が国では「元
気回復行動プラン」と訳され、広く用いられているセ
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（Global Assessment of Functioning）全般的機能の
評価5)、③精神障害者社会生活評価尺度(LASMI)6)の
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平均値 最高値 最小値 中央値
年齢　(歳) 21.75 24 20 21.5
1ｾﾒｽﾀｰ単位数　(単位) 14.59 20.71 10.2 13.72
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Community Treatment : 包括的地域生活支援）の標
表5 現在、困った時に相談できる人の有無 
    WRAP受講開始前 WRAP受講後 
振り返りWRAP 
受講後 
    ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ 
相談者の有無(n=4) 
無 1 25.0 0 0.0 0 0.0 
有 3 75.0 4 100.0 3 75.0 
どちらともいえない -  -  1 25.0 
相談者有の平均値(人） 5.76 3.75 3.67 
相 談 者 
教 員 2 2 0 
主治医 1 2 2 
相談員・カウンセラー 1 1 2 
母 2 0 1 
父 0 0 1 
彼氏・彼女 1 1 0 
友 人 3 3 1 
社 長 0 0 1 
 
表6 ローゼンバーグの自尊感情尺度の分析 
      相関係数 
  Mean SD 1 2 3 
1 WRAP 受講開始前(得点） 23.00 1.354    
2 WRAP 受講後(得点） 22.75 1.377 .760   
3 振り返り WRAP 受講後(得点） 25.00 2.739 .832 .773   
注）n=4 ピアソンの相関係数     
 
表7 GAF尺度の分析 
      相関係数 
  Mean SD 1 2 3 
1 WRAP 受講開始前(得点） 38.00 10.304    
2 WRAP 受講後(得点） 34.25 6.290 -.031   
3 振り返り WRAP 受講後(得点） 49.00 5.845 .346 .843   
注）n=4 ピアソンの相関係数     
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      相関係数 
  mean SD 1 2 3 
1 WRAP 受講開始前(得点） 1.33 .229    
2 WRAP 受講後(得点） 1.83 .566 .816   
3 振り返り WRAP 受講後(得点） 0.78 .239 .065 .297   
注）n=4 ピアソンの相関係数     
 
表9 LASMI「労働または課題の遂行」の分析 
      相関係数 
  mean SD 1 2 3 
1 WRAP 受講開始前(得点） 1.85 .441    
2 WRAP 受講後(得点） 1.50 .776 .056   
3 振り返り WRAP 受講後(得点） 1.13 .342 -.097 .969*   
注）n=4 ピアソンの相関係数 *：p<0.05 
しかし、それぞれの LASMI「労働または課題の遂行」の差の 95%信頼区間は０をまたいでいるので相関はない 
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カバリーにとって大切なこと WRAP Recovery 
Key Concept」丸信.全40頁） 
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